
JP 2009-273822 A5 2011.2.17

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年2月17日(2011.2.17)

【公開番号】特開2009-273822(P2009-273822A)
【公開日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2008-130421(P2008-130421)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｌ   9/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｌ   9/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月27日(2010.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電気掃除機に接続される接続管を備えた外郭の前方下方に、外気を吸引するための開口部
を備え、前記開口部の近傍にはスリット状の開口から出没する櫛歯を備え、前記開口部お
よび前記櫛歯から離間した位置に外気を吸引するための孔を備えたグルーミング用ブラシ
。
【請求項２】
櫛歯およびスリット状の開口は櫛歯収納体に設けられ、前記櫛歯収納体は開口部を備えた
櫛歯収納体室に内包され、前記櫛歯収納体室が接続管と連通する請求項１に記載のグルー
ミング用ブラシ。
【請求項３】
櫛歯収納体を回転自在とし、前記櫛歯収納体を回転させるためのダイヤルを備え、前記櫛
歯収納体に歯の形状の異なる櫛歯を複数設け、前記ダイヤルを回転させて、使用する前記
櫛歯の種類を変えられるようにした請求項２に記載のグルーミング用ブラシ。
【請求項４】
櫛歯収納体室の側壁に前後方向に移動可能なレバーを配し、前記レバーの前後方向の移動
動作に連動して、櫛歯が開口より出没するようにした請求項２又は３に記載のグルーミン
グ用ブラシ。
【請求項５】
少なくとも櫛歯収納体の下部で、開口の前側に位置する部分と、櫛歯収納体室を形成する
壁との間でエアータイトするようにした請求項２～４のいずれか１項に記載のグルーミン
グ用ブラシ。
【請求項６】
櫛歯収納体の開口の後側に、前記開口と平行に段差を設けた請求項２～５のいずれか１項
に記載のグルーミング用ブラシ。
【請求項７】
櫛歯収納体の回転を、櫛歯を下方に突出させる位置と、それ以外の位置とで仮固定するク
リック機構を設けた請求項２～６のいずれか１項に記載のグルーミング用ブラシ。
【請求項８】
開口部より空気下流側の外郭の内面に複数の凹部、又は、凸部を設けた請求項１～７のい
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ずれか１項に記載のグルーミング用ブラシ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】グルーミング用ブラシ
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にペットの毛を梳くグルーミング用ブラシに関するもので、特に、電気掃
除機に接続して、ペットの毛を梳きながら同時に、梳かれた毛を吸引できるようにしたグ
ルーミング用ブラシに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種のグルーミング用ブラシとして、中空筒状で一端に電気掃除機のホースに
接続される接続口を有し、他端に吸引口が形成された毛梳き本体を備え、前記吸引口側に
、外周長手方向に目の荒い櫛歯と目の細かい櫛歯を有する櫛歯支持体を回転可能に設けた
ものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このグルーミング用ブラシを用いるときは、使用者は、櫛歯支持体に連結された回動操
作部を操作して、ペットの毛に合った櫛歯を選択し、それを吸引口から突出させ、接続し
た電気掃除機を運転しながら、毛梳き本体の胴部を握って、ペットの毛を梳くことにより
、櫛歯で梳かれた毛が瞬時に吸引されようになっている。
【０００４】
　しかしながら、上記従来のグルーミング用ブラシの構成では、ペットから抜ける毛が多
い場合は、櫛歯で梳かれた毛が櫛歯間につまって、吸引されないまま残ってしまい、後の
処理が大変になるという問題があった。
【０００５】
　上記問題を解決するために、ペットの毛を梳く櫛歯の一本、一本を細孔から突出させ、
それでペットの毛を梳いた後に、櫛歯の一本、一本を細孔内に収納させて、櫛歯間に残っ
た毛が容易に取れるようにしたものがある（例えば、特許文献２参照）。
【０００６】
　図９は、上記特許文献２に記載された従来のグルーミング用ブラシの斜視図、図１０は
、同グルーミング用ブラシの断面図、図１１は、同グルーミング用ブラシの斜視図（ブラ
シケースが上に上がった状態）である。
【０００７】
　図９～１１において、従来のグルーミング用ブラシの本体１は、後側に電気掃除機のホ
ース（図示せず）が接続される接続パイプ２が形成され、内部に、ブラシ基部３が設けら
れている。ブラシ基部３の下部には、複数の金属製のピンからなる櫛部４が形成されてい
る。５は、本体１に上下動自在に設けられると共に、図示しない付勢手段で下方に付勢さ
れた内筒で、略中間部にブラシケース６が一体に形成されている。内筒５の内壁５ａとブ
ラシケース６との間には、接続パイプ２と連通する空気通路７が形成されている。ブラシ
ケース６の下面には、櫛歯４を構成する各ピン４ａが貫通する細孔８が形成されている。
【０００８】
　グルーミング用ブラシがフリーの状態、すなわち、グルーミング用ブラシを使用してい
ない状態では、図９、１０に示すように、内筒５が付勢手段により下方に付勢され、櫛歯
４の各ピン４ａの先端が、ブラシケース６の細孔８内に収納されている。次に、グルーミ
ング用ブラシでペットの毛を梳くために、グルーミング用ブラシの下端、すなわち内筒５
の下端を、付勢手段の付勢力に抗してペットに押し当てると、図１１に示すように、内筒
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５が上に上がって、櫛歯４の各ピン４ａがブラシケース６の細孔８から突出し、ペットの
毛を梳くことができる。
【０００９】
　以上のように構成された従来のグルーミング用ブラシの動作、作用は以下の通りである
。
【００１０】
　電気掃除機のホースの先端をグルーミング用ブラシの接続パイプ２に接続し、電気掃除
機を運転しながら、把手部を兼ねる接続パイプ２を持って、内筒５の下端をペットの皮膚
に押し当てると、内筒５が上に押し上げられ、櫛歯４のピン４ａがブラシケース６の細孔
８から下方に突出する。この状態で、グルーミング用ブラシを、前から後に引くように動
かすことにより、ペットの毛を梳くことが出来る。櫛歯４で梳かれた毛は、内筒５の内壁
５ａとブラシケース６との間の空気通路７、接続パイプ２、ホースを順に経て、電気掃除
機によって吸引される。
【００１１】
　梳かれた毛が多い場合は、電気掃除機の吸引力で吸引しきれず、櫛歯４のピン４ａ間に
引っ掛かったまま残ることがある。そのときは、グルーミング用ブラシを持ち上げること
により、付勢手段の付勢力により、内筒５と共にブラシケース６が、下方に移動し、それ
に伴って、櫛歯４のピン４ａが、ブラシケース６の細孔８内に没する。このとき、ピン４
ａ間に引っ掛かっていた毛が、そがれるようにしてピン４ａから外れ、電気掃除機の吸引
力により瞬時に吸引されていく。上記動作を繰り返すことにより、ペットの毛を効率よく
梳くことができる。
【特許文献１】特開平１１－１７８６４３号公報
【特許文献２】実開平７－０３９５７６号公報（実願平５－０７６７５２号のマイクロフ
イルム）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、上記特許文献２に記載された従来のグルーミング用ブラシの構成では、
ブラシケース６の細孔８を通して櫛歯４のピン４ａを出没させるようにしているため、ピ
ン４ａを、細く且つ棒状にする必要があった。この為、ピン４ａが容易に変形し、ペット
の皮膚にピン４ａが食い込んだり、ピン４ａが、スムーズに細孔８を通り抜けられなくな
って、ピン４ａが出たままになったりするなど、非常に使用勝手が悪いという課題があっ
た。
【００１３】
　この課題を解決するために、ピン４ａを太いものに変える方法も考えられるが、これで
は、ペットの毛をキレイに梳けなくなるので、採用できない。
【００１４】
　又、ピン４ａに絡みついた毛を確実に取り去るために、ピン４ａと細孔８との隙間を小
さくしているが、そのため、ピン４ａが傾いたり、ピン４ａの外周にペットの毛の汚れな
どが付着すると、ピン４ａが細孔８内をスムーズに動かなくなるなどの課題もあった。
【００１５】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、簡素な構成で、梳き性能を悪化させるこ
と無く、櫛歯の変形が少ない使用勝手の良いグルーミング用ブラシを提供する事を目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明のグルーミング用ブラシは、電気掃除機に接
続される接続管を備えた外郭の前方下方に、外気を吸引するための開口部を備え、前記開
口部の近傍にはスリット状の開口から出没する櫛歯を備え、前記開口部および前記櫛歯か
ら離間した位置に外気を吸引するための孔を備えたもので、前記櫛歯が出没するための開
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口をスリット状に形成しているので、歯が変形しにくく、また、櫛歯全体がスリット状の
開口を通して出没するので、歯のそれぞれが細穴を通して出没する従来のものに比べ、出
没時の抵抗が少なくなり、使用勝手の良いものとなる。更にペットの毛を梳いているとき
に、周囲に埃などが舞い上がっても、孔から吸引されるので、非常に衛生的である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のグルーミング用ブラシは、簡素な構成で、梳き性能を悪化させること無く、櫛
歯の変形が少ない使用勝手の良いものである。また衛生的である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　第１の発明は、電気掃除機に接続される接続管を備えた外郭の前方下方に、外気を吸引
するための開口部を備え、前記開口部の近傍にはスリット状の開口から出没する櫛歯を備
え、前記開口部および前記櫛歯から離間した位置に外気を吸引するための孔を備えたグル
ーミング用ブラシで、歯が変形しにくく、また出没時の抵抗が少なくなり、使用勝手の良
いものとなる。また、ペットの毛を梳いているときに、周囲に埃などが舞い上がっても、
孔から吸引されるので、非常に衛生的である。また、グルーミング用ブラシで、フローリ
ングの掃除を行う際、床面で開口部が塞がれても、外気が孔から流入するので、グルーミ
ング用ブラシが、フローリングの表面に吸着して、スムーズに掃除が出来なくなる、とい
うことが無い。
【００１９】
　第２の発明は、櫛歯およびスリット状の開口は櫛歯収納体に設けられ、前記櫛歯収納体
は開口部を備えた櫛歯収納体室に内包され、前記櫛歯収納体室が接続管と連通する構成と
したので、前記櫛歯が出没するための開口をスリット状に形成しているので、櫛歯を形成
する各歯を山形状にして剛性を高めることが出来、歯が変形しにくく、また、櫛歯全体が
スリット状の開口を通して出没するので、歯のそれぞれが細穴を通して出没する従来のも
のに比べ、出没時の抵抗が少なくなり、使用勝手の良いものとなる。
【００２０】
　第３の発明は、櫛歯収納体を回転自在とし、前記櫛歯収納体を回転させるためのダイヤ
ルを備え、前記櫛歯収納体に歯の形状の異なる櫛歯を複数設け、前記ダイヤルを回転させ
て、使用する前記櫛歯の種類を変えられるようにしたもので、ダイヤルを回転させるだけ
で、使用する櫛歯の種類が簡単に変えられるので、使用勝手が良い。
【００２１】
　第４の発明は、櫛歯収納体室の側壁に前後方向に移動可能なレバーを配し、前記レバー
の前後方向の移動動作に連動して、櫛歯が開口より出没するようにしたもので、櫛歯を出
没させる操作が容易で、しかもその出没させるための機構も簡素化でき、グルーミング用
ブラシを安価に構成することが出来る。
【００２２】
　第５の発明は、少なくとも櫛歯収納体の下部で、開口の前側に位置する部分と、櫛歯収
納体室を形成する壁との間でエアータイトするようにしたもので、開口部から流入する空
気の一部が、櫛歯収納体の前部を通過することが無いので、梳かれた毛が櫛歯収納体の外
周に巻き付いたりする事が無く、毛の吸引がスムーズに、かつ確実に行われる。
【００２３】
　第６の発明は、櫛歯収納体の開口の後側に、前記開口と平行に段差を設けたもので、段
差により汚れた毛が櫛歯収納体の表面に密着するのを防止し、確実に毛を吸引することが
できる。
【００２４】
　第７の発明は、櫛歯収納体の回転を、櫛歯を下方に突出させる位置と、それ以外の位置
とで仮固定するクリック機構を設けたもので、櫛歯を下方に突出させる位置で、櫛歯収納
体の回転を仮固定すれば、ペットの毛を梳いているときに、櫛歯収納体が回って毛が旨く
梳けなくなる、ということが無く、又、櫛歯を下方に突出させる位置以外の位置で櫛歯収
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納体の回転を仮固定するようにすれば、グルーミング用ブラシでフローリングを清掃して
いるときに、櫛歯収納体が回転し、櫛歯が開口部から突出してフローリングに傷をつける
ようなことも無い。
【００２５】
　第８の発明は、開口部より空気下流側の外郭の内面に複数の凹部、又は、凸部を設けた
もので、開口部から毛が勢いよく吸引されると、毛は一旦、開口部の下流側にある櫛歯収
納体室内の天井部等に当たって、それから接続パイプに流れていくが、そこに複数の凹部
、又は、凸部を設けているので、汚れた毛が、その部分に密着して吸引されずに残るとい
うことが無く、衛生的で、しかもメンテナンスも容易になる。
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２７】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態におけるグルーミング用ブラシの外観斜視図、図２
は、同グルーミング用ブラシの平面図、図３は、同グルーミング用ブラシの分解斜視図、
図４は、図２のＡ―Ａ断面図、図５は、櫛歯収納体の分解斜視図、図６は、図２のＢ－Ｂ
断面図、図７は、図２のＣ－Ｃ断面図である。
【００２８】
　図１～７において、本実施の形態におけるグルーミング用ブラシ１０の外郭１１は、外
郭左１１ａと、外郭左１１ａと突き合わせるようにして外郭左１１ａに、ネジ（図示せず
）などで固定される外郭右１１ｂから構成され、外郭左１１ａと外郭右１１ｂを組み立て
ることにより、前部に、後述の櫛歯収納体１２を回転自在に内包すると共に、下方に開口
部１３を有する櫛歯収納体室１４が形成され、後部に、グルーミング用ブラシ１０を使用
するときの把手部となると共に、電気掃除機のホース（図示せず）に接続される接続管１
５が形成され、櫛歯収納体室１４の後壁には接続管１５と連通する吸引口１４ａが形成さ
れている。
【００２９】
　外郭左１１ａ及び外郭右１１ｂの櫛歯収納体室１４を形成する部分の上部には、外気を
取り入れるための孔１１ｃが複数設けられている。
【００３０】
　１７は、前後方向に摺動可能に設けられると共に、櫛歯収納体１２に内蔵された後述の
櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂを上下に移動させるためのレバーで、外面に操作用
のつまみ１７ａが設けられている。１８は、レバー１７を覆うように外郭左１１ａに取り
付けられたカバー左で、レバー１７のつまみ１７ａが臨む開口１８ａが形成されている。
【００３１】
　１９は、櫛歯収納体１２を後述する所定の回転位置で仮固定するためのクリック機構、
２０は、クリック機構２０を覆うように外郭右１１ｂに固着されるカバー右で、２７は、
クリック機構２０と連結されたダイヤルである。
【００３２】
　櫛歯収納体１２は、図５に示すように、断面がそれぞれ略円弧状の一対のケース部材２
１と、一対のケース部材２１内に上下方向に移動自在に収納された櫛歯保持部材２２と、
前記一対のケース部材２１を互いに付き合わせるようにして左側を固定する固定板左２３
と、右側を固定する固定板右２４と、櫛歯保持部材２２を貫通する軸体２５から構成され
ている。
【００３３】
　本実施の形態では、櫛歯保持部材２２の一側には、ブレード状で目の細かい櫛歯（細）
２６ａを、反対側に、同じくブレード状で、目の荒い櫛歯（荒）２６ｂがそれぞれ装着さ
れている。
【００３４】
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　また、一対のケース部材２１を互いに付き合わせるようにして組み立てたときに、外周
の一部に、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂが出没するための開口１６がスリット状
に形成されるようになっている。
【００３５】
　固定板左２３には、軸体２５の他端が貫通すると共に、軸体２５の上下動を許容する長
孔２３ａが設けられている。
【００３６】
　外郭左１１ａには、櫛歯収納体１２の固定板左２３の長孔２３ａから突出した軸体２５
の一端が貫通する長孔１１ｄが形成されている。
【００３７】
　レバー１７の内側の面には、外郭左１１ａに設けた長孔１１ｄから突出した軸体２５の
端部をガイドするガイド溝１７ｂが斜めに形成されている。
【００３８】
　固定板右２４の内側には、軸体２５の一端をガイドする溝（図示せず）が設けられ、外
側には、角孔２４ａが設けられ、外郭右１１ｂには、櫛歯収納体１２の固定板右２４に設
けた角孔２４ａが臨む開口１１ｅが形成されている。
【００３９】
　クリック機構１９は、外周に切欠２８ａ（本実施の形態では、４箇所に均等に配置して
いる）を有するカム体２８と、一端が外郭右１１ｂに回動自在に軸支され、他端に設けた
爪部２９ａが切欠２８ａに摺動自在に係合する爪体２９と、爪体２９の端部をカム体２８
の切欠２８ａに係合する方向に付勢する付勢手段３０から構成されており、櫛歯収納体１
２の回転を仮固定すると共に、一方向のみに回転するようにしている。
【００４０】
　カム体２８の内側には、櫛歯収納体１２の角穴２４ａに嵌合する嵌合部（図示せず）が
形成され、外側には、ダイヤル２７と係合する軸部２８ｂが形成されている。
【００４１】
　本実施の形態では、櫛歯収納体１２が図４に示すように、少なくとも櫛歯（細）２６ａ
又は、櫛歯（荒）２６ｂが上下方向に移動できるようにした状態では、櫛歯収納体１２の
下部で、且つ開口１６の前側に位置する部分と、櫛歯収納体室１４を形成する壁との間（
図４中でＡの部分）でエアータイトするように構成されている。
【００４２】
　以上のように構成された本実施の形態におけるグルーミング用ブラシの動作、作用は以
下の通りである。
【００４３】
　まず最初に、櫛歯（細）２６ａ或いは櫛歯（荒）２６ｂのいずれか、ペットの毛に合っ
た方を選択する。以下は、櫛歯（荒）２６ｂを選択した例に基づいて説明する。櫛歯（荒
）２６ｂが下向きになるようにダイヤル２７を、反時計方向に手で回していくと、図６（
ａ）に示すように、櫛歯（荒）２６ｂが真下を向いたところで、爪部２９ａがカム体２８
の一つの切欠２８ａに係合して、櫛歯収納体１２の回転が仮固定されるので、使用者は、
その時に発生するクリック感で、櫛歯（荒）２６ｂが真下を向いたことを認識する。
【００４４】
　図７（ａ）は、レバー１７が最も前方に位置すると共に、櫛歯収納体１２の軸体２５が
ガイド溝１７ｂの上端に位置している状態を示しており、この状態では、櫛歯（荒）２６
ｂが、櫛歯収納体１２内に収納されている。ここで、レバー１７のつまみ１７ａを後側に
移動させると、それに伴って、斜めのガイド溝１７ｂにより、軸体２５が下方に押し下げ
られ、同図に示すように、櫛歯（荒）２６ｂが櫛歯収納体１２の開口１６より下向きに突
出する。このとき、櫛歯（荒）２６ｂは、開口部１３の前側に位置すると共に、その開口
部１３より下方に突出するようになっている。
【００４５】
　そして、グルーミング用ブラシ１０の接続管１５を電気掃除機（図示せず）のホース（
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図示せず）に接続し、電気掃除機を運転しながら、グルーミング用ブラシ１０を、前から
後に引くようにしてペットの毛を梳く。
【００４６】
　毛Ｃは、図４に示すように、一旦櫛歯（荒）２６ｂの後ろ側に引っ掛かるが、矢印のよ
うに、開口部１３より斜め後方に流入する空気に乗って、瞬時に吸引され、吸引口１４ａ
、接続管１５、ホースを経て電気掃除機に吸引されていく。
【００４７】
　ペットの毛を梳き続けると、時々毛が、吸引されずに櫛歯（荒）２６ｂに絡みついたま
ま残ることがある。このときは、レバー１７のつまみ１７ａを前方に移動させると、図４
（ｂ）に示すように、櫛歯（荒）２６ｂが上昇し、櫛歯（荒）２６ｂの先端が櫛歯収納体
１２の開口１６内に没する。このとき、櫛歯（荒）２６ｂに絡み付いていた毛Ｃが、開口
１６の縁でこそがれるので、櫛歯（荒）２６ｂに絡み付いていた毛Ｃが櫛歯（荒）２６ｂ
より外れ、確実に吸引させることが出来る。
【００４８】
　櫛歯（細）２６ａを使用するときは、ダイヤル２７を反時計方向に更に回転させること
により、上記と同様の作用により、櫛歯（細）２６ａを、開口部１３より突出させること
が出来る。
【００４９】
　以上のように本実施の形態によれば、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂが出没する
ための開口１６をスリット状に形成しているので、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂ
のそれぞれを形成する各歯を山形状にして剛性を高めることが出来、歯が変形しにくく、
また、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂ全体がスリット状の開口１６を通して出没す
るので、歯のそれぞれが細穴を通して出没する従来のものに比べ、出没時の抵抗が少なく
なり、使用勝手の良いものとなる。また、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂが、開口
部１３の前側で突出するようにしているので、櫛歯（細）２６ａや櫛歯（荒）２６ｂで梳
かれたペットの毛を、開口部１３より斜め後方に流入する吸引風により、効率よく、且つ
確実に吸引させることが出来る。
【００５０】
　また、ダイヤル２７を回転させるだけで、櫛歯（細）２６ａや櫛歯（荒）２６ｂの選択
、切り換えが簡単にできるので使用勝手が良い。尚、上記実施の形態では、櫛歯（細）２
６ａと櫛歯（荒）２６ｂの２種類を設けたが、他の用途の櫛歯を更に設けても良い。
【００５１】
　また、レバー１７の前後方向の移動動作に連動して、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２
６ｂが開口１６より出没するようにしたので、櫛歯（細）２６ａ、櫛歯（荒）２６ｂを出
没させる操作が、腕に無理な負担が加わること無く容易で、しかもその出没させるための
機構も簡素化でき、グルーミング用ブラシを安価に構成することが出来る。
【００５２】
　また、櫛歯収納体室１４の上部に外気を吸引するための孔１１ｃを設けたので、ペット
の毛を梳いているときに、周囲に埃などが舞い上がっても、孔１１ｃから吸引されるので
、非常に衛生的である。
【００５３】
　また、櫛歯収納体１２の下部で、開口１６の前側に位置する部分と、櫛歯収納体室１４
を形成する壁との間でエアータイトすることにより、開口部１３から流入する空気の一部
が、櫛歯収納体１２の前部を通過することが無いので、梳かれた毛が櫛歯収納体１２の外
周に巻き付いたりする事が無く、毛の吸引がスムーズに、かつ確実に行われる。
【００５４】
　また、櫛歯（細）２６ａ又は櫛歯（荒）２６ｂを使用する際に、それが開口部１３から
突出した位置で、クリック機構１９により、櫛歯収納体１２の回転を仮固定すると共に、
一方向（本実施の形態では、前から後方向）のみに回転するようにしているので、ペット
の毛を梳いているときに、櫛歯収納体１２が回って毛が旨く梳けなくなる、ということが
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無い。
【００５５】
　次に、本実施の形態におけるグルーミング用ブラシ１０で、フローリングを清掃する場
合について述べる。
【００５６】
　まず、レバー１７のつまみ１７ａを操作して、図４（ｂ）に示すように櫛歯（細）２６
ａ、又は櫛歯（荒）２６ｂのいずれか使用していた方を、櫛歯収納体１２内に収納する。
次に、図４（ｃ）に示すように、ダイヤル２７を反時計方向に９０度回転させる。このと
きも、カム体２８に設けた切欠２８ａの一つに、爪体２９の爪部２９ａが係合して、櫛歯
収納体１２の回転が仮固定される。
【００５７】
　この状態で、電気掃除機のホースにグルーミング用ブラシ１０を接続することで、グル
ーミング用ブラシ１０でフローリングを清掃することが出来る。特に、本実施の形態では
、櫛歯（細）２６ａ又は櫛歯（荒）２６ｂを横向きにした状態で、櫛歯収納体１２の回転
が仮固定されているので、グルーミング用ブラシでフローリングを清掃しているときに、
誤ってレバー１７のつまみ１７ａに触れても、櫛歯（細）２６ａ又は櫛歯（荒）２６ｂが
開口部１３から突出して床面に傷をつけるようなことが無い。
【００５８】
　又、グルーミング用ブラシでフローリングを清掃しているときに、フローリングで開口
部１３が塞がれても、外気が孔１１ｃから流入するので、グルーミング用ブラシが、フロ
ーリングの床面に吸着して、スムーズに掃除が出来なくなる、ということも無い。
【００５９】
　図８（ａ）は、グルーミング用ブラシの要部断面図であり、図に示すように、櫛歯収納
体室１４内の天井部に複数の凸部３２を形成している。また、図８（ｂ）は、図８（ａ）
のＤ部の拡大図であり、図に示すように、櫛歯収納体１２の表面の開口１６の後側に、段
差３３を形成するように、開口１６と平行にリブ３４を設けている。
【００６０】
　以下この構成による作用・効果を説明する。
【００６１】
　まず、開口部１３から毛が勢いよく吸引されると、毛は一旦、櫛歯収納体室１４内部の
天井部に当たって、それから接続管１５に流れていくが、本実施の形態では、その櫛歯収
納体室１４内部の天井部に複数の凸部３２を設けることで、毛と天井部との間に隙間を生
じるので密着することがなく、汚れた毛が、天井部に密着して吸引されずに残るというこ
とを防止でき、衛生的で、しかもメンテナンスも容易である。また、孔１１ｃから吸引さ
れた浮遊塵埃についても、付着を防止する効果がある。なお、本実施の形態では、天井部
に複数の凸部３２を設けたが、その代わりに、複数の凹部（図示せず）或いは、凸部３２
と凹部を併設しても同様の効果を得ることが出来る。
【００６２】
　また、ペットの毛が細くまた汚れている場合は、櫛歯収納体１２の表面にへばりつこう
とするが、本実施の形態では、段差３３を形成しているので、その部分で、毛が櫛歯収納
体１２の表面から浮くことになり、それによって密着性が悪くなるので、毛は、容易に吸
引されるようになり、使用勝手が向上する。
【００６３】
　尚、上記実施の形態では、リブ３４を設けることで段差３３を形成したが、櫛歯収納体
１２の表面の開口１６の後側に、段差３３を形成できればよく、リブではなく、溝を設け
ても良い。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　以上のように、本発明にかかるグルーミング用ブラシは、簡素な構成で、梳き性能を悪
化させること無く、櫛歯の変形が少ない使用勝手の良いもので、各種グルーミング用ブラ
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シに広く応用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の第１の実施の形態におけるグルーミング用ブラシの外観斜視図
【図２】同グルーミング用ブラシの平面図
【図３】同グルーミング用ブラシの分解斜視図
【図４】（ａ）～（ｃ）図２のＡ―Ａ断面図
【図５】櫛歯収納体の分解斜視図
【図６】（ａ）、（ｂ）図２のＢ－Ｂ断面図
【図７】（ａ）、（ｂ）図２のＣ－Ｃ断面図
【図８】（ａ）同グルーミング用ブラシの要部断面図、（ｂ）（ａ）のＤ部分Ｄ拡大図
【図９】従来のグルーミング用ブラシの斜視図
【図１０】同グルーミング用ブラシの断面図
【図１１】同グルーミング用ブラシの斜視図（ブラシケースが上に上がった状態）
【符号の説明】
【００６６】
　１０　　グルーミング用ブラシ
　１２　　櫛歯収納体
　１３　　開口部
　１４　　櫛歯収納体室
　１４ａ　吸引口
　１５　　接続管
　１６　　開口
　１９　　クリック機構
　２６ａ　櫛歯（細）（櫛歯）
　２６ｂ　櫛歯（荒）（櫛歯）
　２７　　ダイヤル
　３２　　凸部
　３３　　段差
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